
 
 

 

 

 

 

 
 

朝方まで雨が降って、天気予報では雪マークもあった寒い日でした。しかし、舟に乗っている間は

薄日が差していて紅葉も楽しめました。 

 故郷再発見特別企画第４弾‼ 実施しました。 

 

と き：11 月 18 日（土） 

参加者：24 名（大人：21 名 子供：3 名） 

内 容：天龍ライン遊舟㈲ 半崎信弘 社長にご協力

をいただいた『地元住民限定特別プラン』です。 

太田下駐車場に集合して、中島良彦会長から天龍

峡十勝の歴史が説明されました。天龍峡という名前

が付けられて有名になるいきさつまで、アカデミッ

クな講義でした。詳細は参加者用配布資料あり 

※ 興味がある方は、自治振興センターまで 

昨年は、3 回実施して好評につき今回 4 回目の実現

です。参加者の中には、2 回目 3 回目の方もいました

が、天竜川から見る景色は毎回異なって楽しめます。 

今回、天龍峡十勝に加えて 奇岩？、珍岩？ 

もガイドさんから説明いただきました。 

すべて自然の岩ですから、『カメ』に見えます

か？イメージしてください！想像をたくまし

く 等・・説明されて、楽しかったです。 

 

地元に居るとなかなか舟に乗って天竜川を下

ってみようと思わなかった私です。 

しかし、『故郷再発見特別企画』で、地元を思

う多くの先人がいて、その思いに共感して、想像

がつかない苦労の末に『名勝天龍峡』があるのだ

と教わりました。まさに、故郷再発見です！ 

 

 

 

【舟から見る天龍峡十勝】 

各戸配布 

『みんなで支える 豊かな川路』の実現！   ２０２３年（令和５年）12 月 6 日  

川路まちづくり役員会便り  第 21 号 

鴨がたくさん岩陰にいま

した 冬近し～ 



 

 

川路地区農業振興会議（関島 道明 会長）は、令和 5 年度『川路地区収穫感謝祭』を開催しました。 

昨年はコロナ禍で開催できなかったとのこと。今年は、インフルエンザ

の影響で子供さんの参加が少なかったですが、伝統行事の継承がしっか

りできました。 

 

と き：令和 5 年 11 月 18 日（土） 

場 所：JA 川路事業所 

内 容：  

・収穫感謝祭って・・・昔から小正月にこの地方で行われていました。

豊作祈願のための繭玉・餅花飾りを作り、収穫

に感謝をして来年の五穀豊穣を大人

も子供も一緒に祈りました。 

昔は、ほとんどの家庭で豊作を祈って飾っていたそうです。そんな

時代から培われてきた、農作物に対する「感謝の心」や水害の歴史

の中で醸成されてきた「お互い

様」の心なども後世に伝えてい

きたい・・・関島 道明 会長のお

言葉です。 
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飾りつけには、 

榊、竹、ツゲの木を使います。 
 

さあ、今年も美味しいお

米、野菜ができたことに感謝

して、お腹いっぱいご馳走に

なりましょう。 

 

恒例 ダルマの目入れ 

・佐藤市長はじめ、関係役員の方々

が行いました。 

・仕上げは、 エイ！ の掛け声に

合わせて、関島道明会長の目入れ

で黒目の完成！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川路農園のみなさん 

今年の成果発表‼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 農業振興会議 収穫感謝祭】開催しました 

飯田ケーブルテレビの撮影 

 川路地区収穫感謝祭 お疲れさまでした！ 

 


